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１．顕在化ステージの目的

組織・病理標本の切片全体で、 染色された細胞を自動的に計数、 解析するための方法（ Wada et al., 2006）がシ

ーズ候補である。この方法では、免疫染色陽性の細胞を自動的に検出し、陽性細胞密度を計算する事で、可視

化されたマップを作成する。そしてマップを標準化することで複数のデータでの群間比較を行う。本研究課題では、

細胞計数の信頼性と汎用性を向上させるために、ノイズ除去フィルタとマップ標準化法の改良を行う。インターフェ

ースの改良にも取り組み、関連分野の研究者に試用してもらうことで、現場からのフィードバックを得る。

２．成果の概要

○大学の研究成果

組織・病理標本の切片全体で、 染色された細胞を自動的に計数、 解析するための可視化解析法を発展、 汎用化

を図るため以下のような研究を実施した。

１）複数の閾値を用いることで、画像中の細胞を高精度に自動検出できる方法を共同開発、検証した。

２）細胞の大きさに起因した計数バイアスを低減させる染色法を考案した。

３）外周像にあわせて切片像の標準化を行う方法について共同開発、検証した。

４）連続切片を再構成することで切片の三次元的な傾きを補正、可視化する方法を共同開発、検証した。

５）以上の成果を実際の切片データに適用し、解析法の優位性について検証した。

○企業の研究成果

本事業で実施した研究とその成果は以下の通りである。

１）複数閾値のアルゴリズムをGUIアプリケーションとして実現した

２）切片画像の輪郭の自動抽出を実現した。

３）輪郭の凹み補填アルゴリズムを実現し、複雑な形状の標準化が可能になった。

４）自由曲面の生成アルゴリズムを応用することで、傾き補正時の滑らかなブレンドを実現した

５）レイトレーシングと拡散反射のシミュレーション技術を応用することで、光計測と相関の高い三次元再構成を実

現した

３．総合所見

染色法、連続切片を用いた組織の歪みの補正、３次元の再構成、などのポイントに改良を加えて標準化し、自動

細胞計数のアルゴリズムを作成した点は評価される。結果として、顕在化ステージを超えた要素技術開発が進め

られており、所期の提案書の目標は十分達成できている。

病理学者が不足している現状では、今後の発展に期待したい。
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